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富山湾産魚類の寄生'性カイアシ類3種に
ついて＊
伊達邦彦
三重大学生物資源学部資源生物学教室
富山市科学文化センター所蔵の富山湾産魚
類の寄生性カイアシ類3種を報告する。日本
海の寄生性カイアシ類に関する記録は，本邦
太平洋岸と比べて少ない。貴重な標本の同定
と報告の機会を与えられたことに対して，｜司
センターの布村昇，南部久男両氏に感謝する”
節足動物門Arthropoda
甲殻亜門Crustacea
アゴアシ綱Maxillopoda
カイアシ亜綱Copepoda
Siphonostomatoida目
サメジラミ科Pandaridae
lEC〃"ﾙ(程､/“Sm/“/)〃ﾉ"/"S（GueI-in
l837）ヨシキリジラミ3早早
宿主ネズミザメLα""”〃"ﾉ”js
HubbsetFollett（ネズミザメ科）
寄生部位体表
採集地富山県富山市水橋沖
年月日l990-Apr-21
採集者（parasite)布村昇,(host)南部久男
標本番号TOYACr-ll561～11563
本種はヨシキリジラミ属の模式種（基準種）
である。世界共通種で，種々のサメ類から報
告されているが,本邦近海からは,山口(1936）
及び椎野（1955）により太平洋岸産のヨシキ
リザメから報告されている。
*富山市科学文化センター研究業績第165号
9号
Dichelesthiidae科
2Aﾉ"ﾙ“0ma（w“"ﾉ〃（Abildgaard,1794）
ハナガタムシ5早皐，233
宿主ネズミザメLα"z7”〃"7”お
HubbsetFollett（ネズミザメ科）
寄生部位口腔
採集地富山県富山市水橋沖
年月日l990-Apr-21
採集者（parasite)布村昇,(host)南部久男
標本番号TOYACl--ll564～11570
本種はハナガタムシ属の模式種で，一属一種。
寄生性カイアシ類では大型種。世界共通種で、
種々のサメ類が宿主となるが，まれに硬骨魚
類のマンボウにも寄生することが知られてい
る。本邦では，山口（1936）が富山湾産ネズ
ミザメから，椎野（1955）が太平洋岸産のヨ
シキリザメ，エドアブラザメ，ネズミザメか
ら報告している。学名も和名も共に，脚の基
部に発達する大きな板状の拡張部が，重なり
あって，花びらのように見えることに由来す
る。
ナガクビムシ科Lemaeopodidae
3C〃"g"α“""“(Strの、,1762）2早早
宿主スケトウダラT/肥ﾉ鯉庇’し加/“．
gﾉr"7""a（Pallas）（タラ科）
寄生部位体表
採集地新潟県能生町沖
年月日l976-Feb-26
採集者布村昇
標本番号TOYACr-ll571～11572
本種はClavalla属の模式種で,やはり･世界共
通種。宿主は主にタラ科に属する硬骨魚類。
本邦では，椎野（1956）がマダラから報告し
ている。
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